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授業科目の概要

　この講義では、民事執行手続および民事保全手続の理論とその実際とを講義し、共に討論することによってこ
の手続を十分に理解し、実務家として使いこなすための基礎に習熟する。民事執行手続は、その主要部分が強制
執行と担保権実行の各手続からなるのであるから、これらの手続が実効性に富み、十分にその機能を果たし得る
ことは、民事司法制度の権利実現に関する根幹にかかわるとも言えよう。こうした全体的な観点からも考察を加
える。

到達目標

◦民事執行における各種手続に関する基本的な考え方および手続の流れを十分に理解する。
◦民法・民事訴訟法・倒産手続などとの関連性についても理解する。

成績評価基準および方法

（基準）民事執行手続に対する理解度を中心としつつ、民事保全手続の基礎についての理解度も加味し、可及的
な範囲で関連他科目との関連性の理解度も加味して評価するものとする。

（方法）定期試験（80％）および平常点（20％）で評価する。平常点は、レポート・授業での発言等による。

テキストおよび参考文献

【必携】1　各回授業の冒頭に配布する次回分の授業通信
　　　 2　和田吉弘『基礎からわかる民事執行法・民事保全法〔第 2 版〕』弘文堂、2010 年、本体 2,200 円、
　　　　　ISBN978-4-335-35475-5（開講 1 週間前までに第 3 版が入手可能であれば、第 3 版を使用）

【任意】（購入や利用は各自の任意）上原敏夫・長谷部由紀子・山本和彦『民事執行・保全法（有斐閣アルマ）』、
小田司編『民事執行法・民事保全法（Next 教科書シリーズ・弘文堂）』、松本博之『民事執行保全法』（弘
文堂）、中野貞一郎・下村正明『民事執行法』（青林書院）、新基本法コンメンタール（日本評論社）など

履修上の留意点、準備学習等（事前・事後学習）

（留意点）　民事訴訟法および民法（とりわけ債権総論や担保法）に関する基礎知識を有することを前提とした講
義進行であるから、毎回、関連個所につき、十分な復習（ないし予習）をして授業に臨んで頂きたい。

（準備学習）
事前：テキストおよび参考文献欄の【必携】1 の指示に基づき同 2 を通読し、疑問点を抽出。課題があればレ

ポートを作成し提出。これらの際、手持ちの学習教材（法律基本科目も含めて）関連範囲を通読。（以上、
2 ～ 3 時間程度）

事後：授業内容を想起。授業で事前の疑問点が解消されたか確認。不明点は、必要に応じ【任意】の文献等
で調査。配布された実務書式と条文・テキストとの関連性の確認も励行すると有益である。（以上、1 ～ 2
時間程度）

授業計画および内容等

第 1 回 民事執行法概観
強制執行総論 1

◦他の法分野との関係
◦判決手続と執行手続
◦民事執行の種類と沿革等
など

第 2 回 強制執行総論 2 ◦債務名義
◦請求異議の訴え（その 1）

第 3 回 強制執行総論 3 ◦請求異議の訴え（その 2）
◦執行文（その 1）

第 4 回 強制執行総論 4

◦執行文（その 2）
◦執行機関
◦強制執行開始要件
など
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第 5 回 強制執行総論 5
◦執行異議と執行抗告
◦第三者異議の訴え
◦違法執行と不当執行

第 6 回 強制執行各論 1 ◦金銭執行
◦不動産執行（その 1）（不動産執行の種類、強制競売総説、差押えの効力など）

第 7 回 強制執行各論 2 ◦不動産執行（その 2）（換価の準備、消除主義と引受主義、換価の流れなど）

第 8 回 強制執行各論 3 ◦不動産執行（その 3）（法定地上権、満足のタイプ、配当ルール、強制管理など）
◦船舶執行

第 9 回 強制執行各論 4 ◦動産執行（対象、差押え、差押禁止動産、換価、二重差押えの禁止など）
◦債権執行（その 1）（特徴、差押えの効力、競合他者との優劣、陳述の催告など）

第10回 強制執行各論 5 ◦債権執行（その 2）（差押禁止債権、権利供託・義務供託、取立てなど）

第11回 強制執行各論 6 ◦債権執行（その 3）（転付命令、少額訴訟債権執行、扶養義務等債権特例など）
◦非金銭執行（直接強制、間接強制、代替執行、意思表示の擬制など）

第12回 担保執行 1
◦不動産担保権の実行（総説、実体異議・実体抗告、買受人の所有権取得など）
◦動産競売（平成 15 年改正など）
◦物上代位権行使の手続方法（その 1）（抵当権に基づく物上代位など）

第13回
担保執行 2
その余の民事執行
民事保全 1

◦物上代位権行使の手続方法（その 2）（先取特権に基づく物上代位など）
◦形式競売
◦財産開示
◦民事保全序説

第14回 民事保全 2 ◦保全命令（申立て、審理、裁判、不服申立てなど）

第15回 民事保全 3 ◦保全執行（申立てに関する実務の扱い、仮差押えの執行、仮処分の執行など）

関連 URL

http://bit.sikkou.jp/app/top/pt001/h01/（BIT 不動産競売物件情報サイト）

備考欄


